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研究成果の概要（和文）：本研究は、パリ郊外クリシー・スー・ボワ、アムステルダムスローテルファールト、ロンド
ン北ウエストミンスターという異なる歴史的背景をもった三つの都市衰退地区において、2000年代以降にEUの支援を受
けてそれぞれの国家がすすめてきた「地域再生」政策の内容を明らかにし、その地域への影響を各地区での現地調査に
もとづいて検討した。そして三地区において、程度の差こそあれ、分極化の進行と都市中心部の再開発ニーズの高まり
というマクロな構造変化のもと、同政策が地域に一定期間定住してきた住民のうちの最下層を地域から排除する影響を
もたらしていることが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：This study compared the impact of urban regeneration policies on local 
communities in three European deprived districts with different national and historical contexts: 
Clichy-sous-Bois in Parisian Suburb, Slotervaart in Amsterdam, Westminster North in London. Our Analysis 
revealed that, in these three districts, to varying degrees, the changes in the macroscopic structure and 
the increasing demand for urban renewal in the central city areas have helped to accelerate urban 
polarization but also to exclude the residents from the lowest classes.

研究分野： 社会学

キーワード： 都市社会学　エスニシティ　貧困　衰退地区
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
（１）1990 年代以降、ヨーロッパでは衰退

地区の状況改善を目的とした都市政策が国、

地域、EU の三レベルで展開されてきた。

主な内容は、①地区の社会経済的ハンディ

キャップを認識し、公的資金を注入して地

区の底上げを図る、②衰退地区の住民の資

源や能力を開発し「自己管理」を促す、③

衰退地区の問題がその他の都市部にも広が

りかねないという認識に基づき、都市全体

を対象とする政策を衰退地区で実験的に行

う、の三点を柱とした社会政策が中心であ

った。 
 
（２）ところが 2000 年代以降、ヨーロッ

パの都市政策に大きな方針の転換がみられ

る よ う に な っ た 。 そ れ は 地 域 再 生

(rénovation urbaine) 」 の 名 の 下 に 、

Security(治安)が問題になる衰退地区の団

地や住宅を解体除却するなど、都市構造の

ハード面の抜本的変化を促す政策が主流に

なったという点である。しかし、このよう

な政策がもたらした「成果」に関するトラ

ンスナショナルかつ総合的な研究はこれま

で十分に行われてこなかった。 
 
２．研究の目的 
（１）パリ郊外（クリシー・スー・ボワ地

区）を中心にとりあげながら、アムステル

ダム（スローテルファールト地区）、ロンド

ン（北ウエストミンスター地区）の三地区

における基本情報・データを収集して、比

較分析の枠組みを構築する。 
 
（２）三地区の実態が近年どのように変容

し、それがどのようなメカニズムのもとで

起きているのかを現地調査に基づいて明ら

か に す る 。 L. ヴ ァ カ ン ら の 提 唱 す

る « Social Insecurity »概念を中心に据え

(Wacquant, 2011)、衰退地区の問題を治安

だけでなく、雇用、住居、教育、政治、宗

教、家族、地域コミュニティなど複数領域

にまたがる「不安定」の帰結として多角的

に考察し、複数の困難が特定の都市空間に

集積するプロセスと背景を分析する。 
 
（３）衰退地区の変容に地域再生政策が及

ぼしてきた影響を成果と問題点という二つ

の側面から再検討し、三地区の比較分析を

通じて評価することである。具体的には、

政策の成果を把握すると共に、政策が地区

の構造やコミュニティをどのように再編成

させ、それが結果的にどのような課題を新

たに生み出し、地区を変容させているのか

を具体的に明らかにする。その上で衰退地

区の状況を抜本的に改善しうるような政策

への手がかりを示す。 
 
３．研究の方法 
（１）問題の背景を整理し、分析枠組みを構

築するため、三地区に関する資料（先行研

究、統計などの公式データなど）を収集し、

ア）三地区の現状を社会・経済・民族・都

市空間などの側面から把握し、歴史的形成

の過程や当該社会における同地区の位置づ

けの整理、イ）三地区で行われてきた都市

政策の内容と背景、主体の多様性（地域、

国、EU）を整理し、特に 2000 年代以降の

地域再生政策への転換と背景の検討を行っ

た。 

 

（２）パリ郊外、アムステルダム、ロンドン

の調査地区において聞き取り調査を実施し、

そのデータを実証的に分析した。アムステル

ダムでは、アムステルダム自由大学のセバス

チャン・ショバン准教授、ロンドンではエジ

ンバラ大学のトム・スレーター講師と共同で

調査をすすめた。また中心となったパリ郊外

調査では、国立科学研究所のアレクシス・ス

ピール主任研究員と協力して分析をすすめ、

またパリ 13 大学のウルダ・ハリール研究員

と共同で調査を行った。 

 

（３）（１）と（２）で得られた結果・デー

タの総括と、成果の発表準備を行い、その一

部を発表した。 

 

４．研究成果 

（１）パリ郊外クリシー・スー・ボワ、アム

ステルダムスローテルファールト、ロンドン

北ウエストミンスターという三つの都市衰

退地区はきわめて異なる歴史的・経済的・文

化的背景をもっているにもかかわらず、2000

年代以降、ほぼ同時期に EU からの支援を受

け、それぞれの国家が主導するかたちで「再

生政策」をすすめられてきたことを確認した。 



（２）現地調査の結果にもとづいて、（１）

の枠組みでおこなわれた政策の内容が、三地

区において多くの点で共通していることが

確認された。その主な内容としては、政策が

きわめてインフラ改革に特化する傾向をも

ち、その一方で、従来からヨーロッパで重視

されてきた社会政策的取り組みについては、

ほとんど予算が割かれないという、特徴をも

つことがわかった。 

 

（３）三地区において、程度の差こそあるも

のの、都市再生政策が地域に一定期間定住し

てきた住民のうちの最下層を地域から排除

する影響をもたらしていることが明らかに

なった。このような現象の検討を通して、分

極化の進行と都市中心部の再開発ニーズの

高まりというマクロな構造変化と、都市再生

政策が呼応するようなかたちで誘発されて

いるのではないか、という新たな問題関心を

導きだすことができた。 
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